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10月29日(日)

総合防災訓練を実施

一瞬のうちに私たちの生命、財産を奪
い去ってしまう大地震。その発生周期は60
年とも70 年ともいわれ、いつ大地農が

起きてもおかしくありません、地震の発生
を止めることはできませんが、その被害を

最小限に食い止めることはできます。その
ためには、私たち一人ひとりが常に防災
意識を持ち、準備や訓練を行うことが大
切です。
この総合防災訓練に参加し、日ごろの

防災対策について考えてみてはいかがで
しょうか。私たちの生命とまちは、私たち
自身の手で守っていかなければならない
のです。

地

震

災

害

に

備

え

た

訓

練

を
行

い

ま

す

こ
の
総
介
防
災
訓
練
は
、自
衛
隊
や

警‥察
署
・
消
防
署
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な

ど
の
防
災
関
係
機
関
や
、町
会
・
自
治

会
な
ど
約
2
0団体
、参
加
者
2
L人
を

超
え
る
人
麗
模
な
訓
練
で
す
。

車
早地
区
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ード
7
.
0
規

榠
の
直
下
型
地
健
の
発
乍
を
想
定
し
、

倒
壊
ピ
ル
か
ら
の
救
出
救
助
訓
練
や
応

急
物
資
輸
送
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。ま
た
、初
期
消
火
馴
練
や
起
曜
巾

に
よ
る
地
震
体
験
馴
練
な
ど
、参
加
さ

れ
た
万
が
実
際
に
体
験
で
き
る
訓
練
も

あ
り
ま
す
、い・ざと
い
う
と
き
に
備
え
、

ぜ
ひ
馴
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間
l
T
前
8
時
3
0
分
～
正
午
場

所
n
F
住
人
川
町
地
瓦
荒
川
河
川
敷
右

岸
(
・
内
新
片
橋
～
千
住
新
橋
閥
)

※
肖
1
。1
、千
住
新
橋
・
、内
新
井
僑
付
近

は
、訓
紳
嘔
両
な
ど
の
通
行
で
、道
路

の
混
雑
が
F忽
さ
れ
ま
す
。ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
いし
ま
す

私

た

ち

の

ま

ち

は
私

た

ち

で

守

ろ

う

人
地
震
が
発
生
し
た
場
介
、火
災
が

同
時
多
発
的
に
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。家
麗
の
倒
壊
も
多
数
起
こ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
応

す
る
に
は
、消
防
や
行
政
の
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。い
ざ
と
い
う
と

き
、
「自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
こ
と
が
人
切
で
す
。区
で
は

区
民
消
火
ほ
や
区
民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を

組
織
し
、消
防
ポ
ン
プ
や
救
川
食
機
材

の
配
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、地
城
ご
と
の
消
火
・
救
川
活
動
を

円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

約
9
F揃
本
の
消
火
S
を
各
町
会
:目

治
会
に
配
備
し
て
い
ま
す
。人
き
な
火

災
も
火
元
は
小
さ
な
も
の
で
す
。も
し

川
火
し
て
も
、小
さ
い
う
ち
な
ら
消
火

器
で
も
消
し
齔
め
ら
れ
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
人
震
災
で
被
占
の
拡
人

を
防
い
だ
の
は
、防
災
機
関
だ
け
で
は

な
く
、地
城
の
皆
さ
ん
の
初
期
洲
火
。

倒
壊
家
Mか
ら
の
救
川
活
動
に
よ
る
も

の
で
し
た
。皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら
、

地
域
の
防
災
に
っ
いて
心
掛
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

避

難

は

集

団

で

大
地
>支
が
発
生
し
た
場
(‥
、自
動
巾

渋
滞
な
ど
に
よ
る
交
通
の
混
乱
、同
時

多
発
す
る
火
災
、避
難
場
所
へ
の
人
の

集
中
、情
報
の
混
乱
な
ど
が卩
想
さ
れ

ま
す
。

非
常
時
に
安
令
に
避
羅
を
行
う
た

め
、区
で
は
「
集
団
避
難
方
式
」を
採

川
し
て
い
ま
す
。集
団
で
避
難
す
る
た

め
に
集
介
す
る
て
時
(い
っ
と
き
)

集
介
場
所
'一は
、各
町
会
・
自
治
会
ご

と
に
決
め
ら
れて
いま
す
。場
所
を
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
。時
集
介
場

所
に
は
衣
小
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
(

写
真
左
)。

ま
た
、延
焼
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

人
火
か
ら
身
を
守
る
た
め
、区
内
9ヵ

所
を
広
城
避
難
場
所
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
(図
恚
。

図1　 避難場所および避難遭路お
問
い
合
わ
せ
は
災
害
対
策
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▲ 倒壊家屋からの救出訓練

区

政

最

前

線

オ
ウ
ム
真
理
教

集
団
で
移
動

9
月
2
0日の
未
明
、保
木
間
の
ビ
ル

に
オ
ウ
ム
良
理
教
の
h祐
幹
部
ら
が
染

网
で
移
動
し
て
き
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
'
　
X民の
杵
様
の
不
安

や
区
民
の
中
に
サ
リ
ン
胼
件
等
の
遺
族

や
被
害
者
が
多
散
い
る
こ
と
を
譽
つ
と

と
て
も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
ま
す
。マ
ス
コ
ミ
を
と
お
し
て

「
大
変
遺
憾
な
こ
と
で
退
去
を
求
め
て

い
く
」と
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、そ
の
Hの
う
ち
に
対
策
本

部
を
開
催
し
、対
応
策
にっ
い
て
各
部

に
桁示
を
し
ま
し
た
。

足
政
区
で
は
、
今
ま
で
谷
中
・
千
仕

河
原
町
・
千
住
I
J
日
で
、
地
元
や
議

会
、関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら「
拠
座

か
ら
の
退
去
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

保
木
倒
の
施
設
が
本
桁
的
な
「
拠
点
」

と
な
る
ま
え
に
、地
元
や
議
(〃と
協
力

し
て
逗
去
す
る
ま
で・
、頑張
っ
て
い
き
ま

す
。区
民
の
皆
様
に
も
、ぜ
ひ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
鵬
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

今号 の主 な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
健
康
術
/
選
蛍
豆
知
識

4
・
5
面
▽
1
1年度
決
算
の
主
な
内
容
/
1
2年度

足
立
区
功
労
者
/学
校ア
ル
バ
ム

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

趨
吏
秡
/花
だ
よ
り

8
面
▽
▽
▽
特
別
展
「
古
代
伊
興
遺
跡
の
世
界
」
/

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

3880- 5678
「区 民の声」を

お待ちしています

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

※
歩
き
タ
バコ
も
や
め
ま
し
よ
う

問
先
=
地
域
支
援
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

1
0
月
2
7
日
(
金
)
・
2
8
日
(
土
)
　

2
0
0
0

消
費
生
活
展

「
か

し

こ

い

生

活

自

信

と

責

任

」

た
め
に
な
る
展
示
や
得
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
時
間
U
午
前
1
0

時
よ
十
後
3時
場
所
Uエ
ル
・
ソ

フ
ィ
ア
内
容
U消
背
'作凶
体・
グ
ル

ー
プ
研
究
允
λ
生
活
関
連
企
翦
コ
ー

ナ
ー
バ
ザ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
即
売
J
Iナ
ー
お
も
ち
ゃ
の
病

院
か
さ
修
外
な
ど
問
先
n消
費
者

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

足 立区で　 買おう　 食べよう　 頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
0月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

(
親
)
(
乳
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

□
(
親
)
医
療
証
の
現
況
届

1
0月
3
日
に
現
況
川
を
発
送
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
図
医
療
証
を
使
っ
て
い
る

方
の
資
格
の
確
認
と
加
人
し
て
い
る
健

康
保
険
証
の
確
認
の
た
め
必
要
で
す
。

必
ず
1
0月
2
7日
ま
で
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
が

提
出
さ
れ
な
い
と
1
3年
分
の
参
医
療
証

を
お
送
り
で
き
ま
せ
ん

□
(
乳
)
医
療
証
は
届
き
ま
し
た
か

今
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
⑤
医
療

証
を
9
月
2
5
日
に
発
送
し
ま
し
た
。お
-

F
さ
ん
が
4
歳
以
匕
就
学
前
で
所
得
超

過
な
ど
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

方
等
へ
の
通
知
も
、
同
時
に
発
送
し
ま

し
た
。1
0月
以
降
は
、
入
院
時
の
食
事

療
養
費
が
I

部
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。受
診
す
る
と
き
は
、

必
ず
新
し

い
医
療
証
を
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
(
負
担
者
番

り
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
)
。

【
新
し
い
医
療
証

】

▽
5
歳
か
ら
就
学
前
の
医
療
証
・
・
・
医
療

証
の
色
は
ク
リ
ー
ム
色
で
す

。
区
内
の

医
療
機
関
で
使
川
で
き
ま
す

。

▽
5
歳
未
満
の
医
療
証
・
:
医
療
証
の
色

は
若
草
色
(

薄
緑
色
)

で
す

。
都
内
の

医
療
機
関
で
使
用
で
き
ま
す

。

※
1
0

月
か
ら
こ
の
医
療
証
は

、4

歳
未
満
か

ら
5

歳
未
満
に
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先

―
皃
叙
医
療
係

介
護
保
険
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
半
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
実
際
に
介
護
保
険
を
利

用
し
て
い
る
方
々
が
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

っ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
、
ど
ん

な
意
見
や
質
問
を
お
持
ち
な
の
か
に
っ

い
て
ア
ン
ケ
1
卜
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
毎
月
初
め
、
認
定
の

更
新
時
川
を
迎
え
た
方
に
更
新
巾
請
書

と
い
っ
し
ょ
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

記
人
は
本
入

。家
族
な
ど
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

は
、
区
の
今
後
の
介
護
保
険
制
度
運
営

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
質
問
に
つ
い
て
回
答
を
希

望
す
る
方
は
、
回
答
先
を
記
人
し
て
く

だ
さ
い
(
回
答
先
は
必
ず
し
も
本
人
で

あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
あ
て

で
も
返
仁
し
ま
す
)
。
不
明
な
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
n
介

護
保
険
課

1
0月
か
ら
6
5歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
川
し
て
い
る
、

利
川
し
て
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
6
5

歳
以
L
の
方
全
貝
が
扣
月
か
ら
介
護
保

険
料
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

が
原
則
で
す
。
天
引
き
は
、
法
律
に
基

づ
い
て
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
の

届
け
出
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
年

金
か
ら
の
天
引
き
(
特
別
徴
収
)
は
、
1
0

月
支
払
分
の
年
金
か
ら
2
ヵ
月
ご
と

に
介
護
保
険
料
を
徴
収
し
ま
す
の
で
、

介
護
保
険
料
の
納
付
書
は
発
送
し
ま
せ

ん
。
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
犬
引
き

で
き
な
い
(
普
通
徴
収
)
方
に
は
、
1
0

月
中
旬
ま
で
に
1
0月
分
か
ら
翌
年
3
月

分
ま
で
の
6
枚
の
納
付
書
を
お
送
り
し

ま
す
。
納
付
政
で
納
め
る
方
は
、
便
利

で
納
め
忘
れ
の
な
い
、
口
座
振
替
を
ご

利
川
く
だ
さ
い
(
口
座
振
裃
川
紙
は
K

民
嘔
務
所
に
も
あ
り
ま
す
)
。

問
先
n
介
護
保
険
課
資
桁
賦
課
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
I
K
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
7

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

(
障
害
の
あ
る
児
叭
は
1
9
歳
H
ヵ
月
ま

で
)
を
萎
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
・
:
離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
・
1
年
以
上
の

遺
棄
ま
た
は
1
年
以
L
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
児
童
で
父
の
扶
養
が
な
い

ノ
父
に
徼
度
の
障
害
(
身
体
障
宵
者
苳

帳
1
・
2
級
程
皮
)
が
あ
る
支
給
が

制
限
さ
れ
る
場
合―
所
得
制
限
以
匕
の

収
入
が
あ
る
(
本
人
お
よ
び
川
居
の
扶

養
義
務
者
)
‘
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
児
童
が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公

的
年
金
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
'
児
徽
が
施
設

に
入
所
し
て
い
る
"
昭
和
6
0
年
8
月
1

日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
方
が
5
年
以
L
請
求
し
て
い

な
い
手
当
額
(
月
額
)
I
マ
令
飢
支

給
対
象
者
・
:
4
万
2
1
3
7
0
円
y
部

支
給
対
象
者
・
・
・
2
万
8
1
一
'
一
円
※
児

奄
が
複
数
の
と
き
の
2
入
日
は
5
1
円
、

3
入
日
以
降
は
3
1
-
円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
u
昭
和
5
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
:
交
母
が
離

婚
y
父
ま
た
は
母
が
死
亡
あ
る
い
は
、

生
死
不
明
父
ま
た
は
ほ
に
1
年
以
L

遺
棄
さ
れ
て
い
る
・
‘
父
ま
た
は
母
が
法

令
に
よ
り
1
年
以
L
拘
禁
さ
れ
て
い

る
y
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

帝
で
父
の
扶
養
が
な
い
y
父
ま
た
は
母

に
假
度
の
障
害
<
身
体
障
嘗
者
f
帳

1
・
2
級
)
が
あ
る
手
当
額
n
月
額

1
万
3
t
汕
円
※
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
児
収
が
施
設
人
所
し
て
い
る
場

介
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
状
況
に
よ
り

申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
・
問
先
n
児
嗔
f

当
係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0時
間
・
昼
間
コ
ー
ス
)

日
程
凡
‥
月
9
H
～
1
2
月
5
日
(
日
曜

日
を
除
く
)
お
よ
び
1
2月
6
日
ふ
〔一日

の
う
ち
5
日
間

対
象
n
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ

び
既
に
働
い
て
い
る
方
で
、
講
習
期
間

中
全
日
を
と
お
し
て
受
講
で
き
る
区
内

在
住
・
在
勤
の
方

定
員
瓦
丿入

※

公
開
抽
選
1
0旦
(一
日
、
午
後
2
時
(
福

寿
会
)
、
出
席
義
務
な
し
。
結
果
は
全

員
に
通
知

費
用
n
1
万
7
1
8
7
5円　

申
込
n
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
ひ
、住

所
、氏
名
、職
業
、屯
話
啻
万
生
年

月
川
「ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

受
講
希
望
」と
明
記
期
限
u
1
0
月
1
8

月
必
着

※
複
数
応
募
お
よ
び
往
復
(

ガ
キ
以
外
で
の
応
募
は
無
効

場
・
申

先
n
医
療
法
入
社
団
福
寿
会

〒
1
2
3
・
0
8
5
1

梅
Ⅲ
7
1
1
8
1
H

(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

問
た
u
爬
畭
升
画
渫
汁
叫
肱
芭
系

障
害
者
(
児
)文
化
祭
参
加
者
募
集

□
舞
台
発
表
会

日
時
厶
一月
I
H
罔

午
前
9
時
3
0分

～
午
後
3
時

場
所
H
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
n
劇
ノ
合
唱
/
介
奏
ノ
舞

踏
ほ
か
(
1
団
体
1
5分
程
度
)

期
限
-
1
0

月
2
7日

□
作
品
展

日
時
n
1
2
月
1
日
～
7
日
場
所
u
区

役
所
―
階
ロ
ビ
ー
内
容
1
絵
皿
政

道
ノ
エ
芸
ノ
手
芸
ノ
詩
歌
ほ
か
期

限
u
1
0
月
3
1
日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
障

害
者
(
児
)
の
方

申
込
n
直
接
窓
口

ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送

申

・
問
先
n
東
部
障
害
柚
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
〒
1
2
1・0
0
5
7

神
明
南
2
1
6
1
1
8
　
　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

(
5
6
8
2
)
5
6
6
5

ま
た
は
西
部
障
書
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
6
3

谷
在
家
3
-
1
3
-
―

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

(
3
8
5
7
)
5
6
2
6

み
て
・
さ
わ
っ
て
・
体
験
す
る

第
3
回
足
立
区
福
祉
用
具
展

日
時
1
1
1
月
7
日
～
9
H
、午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
場
所
I
K
役
所
(
1
階

ロ
ビ
ー
、庁
舎
ホ
ー
ル
、
1
2
災
瓦
哨
堅
)

内
容
u
介
護
保
険
対
象
用
具
と
障
害
者

・
高
齢
者
の
た
め
の
用
具
艇
示
ノ
K
内

業
者
オ
リ
ジ
f

ル
品
展
示

ノ
就
労
支
援

川
具
展
示
ノ
体
験
'
福
祉
川
具
選
定
講

肖

・
相
談
∠
講
演
会
(

表
I
)
な
ど

□
聴
覚
・
視
覚
障
害
者
の
方
と
そ
の
家

族
、
関
係
機
関
の
方
な
ど
を
対
象
に

①
聴
覚
障
害
の
方
・
・
一
日
程
I
H
月
7
日

出
内
容
u
難
聴
状
態
の
障
害
体
験

J

補
聴
器
等
の
展
示
・
試
聴
/
聞
こ
え
の

和
談
/
講
演
会
(
表―
)

②
視
覚
障
害
の
方
・
=日
程
u
H

宋

内
容
l

視
覚
幤

‥
体
験
'

歩
行
・

誘
導
体
験
'

福
祉
用
輿
の
展
示
説
明
・

・説
明
会
(
午
前
1
0
時
3
0分
～
H

時
3
0一分
)
'

講
演
会
(

衣
上

※

①
②
と
も
、
時
間
u
午
前
1
0
時～
午

後
4
時

場
所
n
K
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

費
用
n
無
料

申
込
―
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
H
。内
部
障
害
柵
祉
総
合
セ
ン

タ
1

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

(
3
8
5
7
)
5
6
2
6

表1　講演会日程

選
挙
豆
知
識
政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止
で
す

公
職
選
挙
法
は
、き
れ
い
な
選
挙
、

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の
た

め
、寄
附
の
禁
叱
に
っ
い
て
厳
し
く
規

制
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、政
治
家
が

選
挙
区
内
で
行
わ
れ
る
町
内
会
の
運
動

会
や
ス
ポ
ー
ツ
人
会
な
ど
に
際
し
、優

勝
カ
ッ
プ
や
賞
品
な
ど
を
贈
る
こ
と
は

禁
-
1
E
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、有
権
者

が
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
違
反
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
、

公
民
権
(
逃
挙
権
・
被
選
挙
権
)
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取

ら
な
い
」
が
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
に

つ
な
が
り
ま
す
。K
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
U
選

挙
竹
理
委
貫
会
事
務
局

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

【
臨

時

特

集

】

人

権

施

策

推
進

の

た

め

の

指

針

<
骨
子
>
③

□
人
権
施
策
の
展
開
の
観
点
と
行
政
の

役
割人

権
施
策
を
総
合
的
に
展
開
す
る
た

め
の
観
点
は

、
個
々
の
人
権
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
過
程
に
着
目
し

、
①
入

権
が
侵
害
さ
れ
た
り
、
侵
害
さ
れ
る
恐

れ
の
あ
る
入
心
た
め
の
救
済
・
保
碑

文
人
権
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
啓
発
・
教
肯
、
す
広
く
入
権
を
守

る
た
め
の
活
動
に
対
す
る
支
援
・
助
成

の
3
つ
と
し
ま
す
(
左
図
)
。

※
骨
f
に
っ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

都
・
総
務
局
入
権
部
へ

(
5
3
8
8
)
2
5
9
2

《
総
務
課
同
和
対
策
》

人権施策の総合的な体系

足
立
区
心
身
障
害
者
(
児
)
体
育
祭

こ
の
体
育
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
・通
じ

た
障
害
者
の
社
会
参
加
と
、
障
害
者
へ

の
理
解
を
得
る
た
め
毎
年
行
い
、
今
年

で
2
7回
日
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
飛

び
入
り
参
加
が
で
き
る
種
目
や
、
障
嘗

の
あ
る
方
と
な
い
方
が
い
っ
し
ょ
に
楽

し
む
競
技
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
U
1
0月
1
4日
出
、
午
前
9
時

※

雨
天
の
場
合
は
1
5日
に
順
延

場
所
U

第
四
中
学
校

申
込
U
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
U
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
1

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル
2
0
0
0

「
笑
顔
ま
ん
1
0
い
っ
し
よ
に
お
ど
ろ
う
」

今
年
も
、
こ
れ
ま
で
の
っ
な
が
り
や

新
し
い
出
会
い
を
人
切
に
、
地
域
の

方
々
と
と
も
に
盛
大
な
祭
り
を
行
い
ま

す
。
日
時
1
1
0
U
2
9
日
丱
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
内
容
H
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
・
t卜楽
会
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

流
し
踊
り

太
鼓
。
'模
擬
店
な
ど

※
中
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

□
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

申
込
l
竃
話

期
限
-
1
0月
1
6卜

―
―
い
ず
れ
も―
―

場
・
申
・
問
先
n
、四
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

障
害
が
あ
る
方
と
い
っ
し
ょ
に
祭
り

を
つ
く
り
あ
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。日
時
1
1
1
月
1
2
H

剛
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
対
象
U

鳥
校
生
以
氈
内
容
U
通
所
者
介
助
/

イ
ベ
ン
ト
・
模
擬
店
の
手
伝
い
な
ど

申
込
U
電
話

期
限
U
1
0
月
2
8
日

場
・
申
・
問
先
l
東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
1

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

犬
の
し
つ
け
方
教
室
2
0
0
0

犬
の
し
つ
け
方
の
基
本
を
実
際
の
火

や
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
学
び
ま
す
。わ
が

ま
ま
な
犬
の
行
動
に
困
っ
て
い
る
方
、

新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
る
方
、ぜ
ひ
家
族

皆
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。※
当

日
は
犬
を
連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い

日
時
U
1
1
月
5
日
凹
午
後
1
時
～
4

時

場
所
―
亀
川
小
学
校
体
育
館

対

象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
講
師
―

藤
井
聡
氏
(
オ
ー
ル
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

職
員
)
定
員
凡
J
人
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料
申
込
u
電
話
(
1
0
月
1
6

日
か
ら
受
け
付
け
)
申
・
問
先
u
足

立
保
健
所
医
薬
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
2
(

直
通
)

精
神
保
健
講
演
会

「
お
父
さ
ん
出
番
で
す
よ
」

病
気
の
理
解
、家
族
の
接
し
方
、父

親
の
役
割
に
っ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。日
時
-
1
0
月
2
1
日
出
、午
後
2

時
～
4
時
場
所
n
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

対
象
―
精
神
分
裂
病
な
ど
心
の
病
を
も

っ
方
の
家
族

講
師
u
中
島
昭
氏
(
三

郷
協
皀
病
院
精
神
科
医
師
}
定
員
-

6
0
入
(
先
着
順
)
費
用
u
無
料
申

込
u
電
話
申
・
問
先
n
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(直
通
)

講
演
会
「
痴
呆
の
お
年
寄
り
と
上
手
に
つ
き
あ
う
に
は
」

～
ま
わ
り
の
方
が
楽
に
な
る
た
め
に
～

痴
呆
の
お
年
寄
り
を
介
護
す
る
方

は
、
痴
呆
の
方
に
振
り
川
さ
れ
、
疲
れ

て
し
ま
い
、
心
に
余
裕
が
も
て
な
ぐ
な

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
介
護
す
る
方

が
少
し
で
も
楽
に
な
る
た
め
に
、
痴
呆

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
対
応
の
仕

方
を
い
っ
し
ょ
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
1
0月
2
7
H嵐
、
午
後
2
時
3
0分

～
4
時
3
0
分
対
象
l
痴
呆
の
方
を
介

護
し
て
い
る
方
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方

講
師
U
関
山
寛
治
氏
(
せ
き
や
ま
医
院

医
院
長
)

定
員
U
4
0入
(
先
着
順
)

費
用
U
無
料

申
込
U
電
話

場
・

申
・
問
先
U
I
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

地
域
子
育
て
応
援
団
支
援
講
座

核
家
族
化
が
進
む
中
、地
城
で
の
子

育
て
が
困
碓
な
時
代
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
子
育
て
真
っ
た
だ
中
の
若
い
1
1
1
:

代
は
、
い
っ
で
も
。
何
で
も
相
談
で
き

る
身
近
な
先
輩
を
求
め
て
い
ま
す
。
今

時
の
子
育
て
嘔
情
を
知
り
、「f
ど
も

を
産
み
育
て
る
こ
と
に
夢
を
も
て
る
社

会
づ
く
り
」
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
程
―
表
2

対
象
n

管
内
在
住
の
方

定
員
-
3
0入
(
先
着

順
)

費
用
―
無
料

申
込
l
心
話

場
・
申
・
問
先
u
東
和
保
健
総
合
セ
ン

タ
1

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表2　地域子育て応援団支援講座日程

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

～
脳
卒
中
、
心
臓
病
を
予
防
す
る
た
め
に
～

日
時
n
H
月
1
月
圃
・
6
H
丱
、
い
ず

れ
も
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対

象
n
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
が

気
に
な
る
み

内
容
u
鳥
脂
齟
症
に
つ

い
て

鳥
脂
血
症
を
改
淬
す
る
た
め
の

食
事
・
迦
動

※
健
診
結
米
を
お
持
ち

の
方
は
肖
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
定
員

n
4
0
入
(
先
着
順
)
費
用
u
無
料

申
込
u
電
話
場
・
申
・
問
先
u
中
央

本
町
保
健
総
介
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
n
H
U
7
日
㈲
、
午
後
1
時
～
3

時
3
0
分
対
象
n
ア
レ
ル
ギ
ー
が
心
配

な
乳
幼
児
の
家
族
内
容
u
ア
レ
ル
ギ

ー
な
ぜ
お
き
る
の
・
ア
ト
ピ
ー
つ
て
?
y

住
ま
い
と
環
境
(
昭
和
大
学
病
院
小

児
科
医
師
小
1
1
1嶋安
平
氏
)
ほ
か

費

用
―
無
料

申
込
l
t
話

場
・
申
・

問
先
U
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(

直
通
)

江

北

双

子

の

会

双
f
・
三
つ
f
の
妊
娠
・
一
育
て
に

っ
い
て
、楽
し
く
情
報
交
換
し
て
い
ま

す
。日
時
1
1
0
月
2
3
H
聞
、y
前
1
0

時
廴
齔
午
※
以
降
毎
月
第
4
月
曜
日

対
象
u
双
子
二
つ
f
を
妊
娠
中
ま
た

は
育
て
て
い
る
管
内
在
住
の
方

申
込
n

電
話

場
・
申
・
問
先
H
江
北
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

江
北
健
康
大
学

脳
の
若
さ
を
保
つ
た
め
に
～
自
分
が
輝
く
に
は
～

日
程
u
表
3
対
象
n
K
民
定
員
-

4
0人
(
先
着
順
)

費
用
―
無
料

申

込
―
、電・話

申
・
問
先
―
江
北
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表3　江北健康大学日程( 4 日制)

子
育
て
学
級

妊
娠
中
の
不
安
や
悩
み
を
解
消
し
、

地
城
で
楽
し
く
r
育
て
を
は
じ
め
ま
せ

ん
か
。
毎
回
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
い
っ

し
ょ
に
不
安
や
悩
み
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

日
程
u
衣
4

場
所
u
y
野
住

区
セ
ン
タ
ー

対
象
l
妊
娠
中
の
方

定
員
n
2
0入
(
先
着
順
)

費
用
―
無

料

申
込
n
電
話

申
・
問
先
―
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
城
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

表4　子育て学級日程( 4 日制)

サ
ー
ク
ル
膝

膝
の
痛
み
を
予
防
す
る
体
操
教
室

日
時
I
H
月
1
日
Ⅲ
、
午
前
1
0
時
～
1
1

時

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く

だ
さ
い

対
象
l
k
に
小
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
管
内
在
住
の
方

講
師

―
瀬
川
品
f
氏
(
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
)
　
定
員
u
4
0
入
(
先
着
順
)

費
用
鮭
無
料
申
込
n
電
話
場
・
申

・
問
先
u
中
火
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

1
地
城
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(

直
通
)

健
康
教
室
「
急
増
す
る
疲
れ
目
・
ド
ラ
イ
ア
イ
」

日
程
u
マ
1
0
月
3
0
H
即
・
・
・
講
演
/
車
球

歯
科
大
学
眼
科
教
授
坪
川
一
男
氏
マ

1
1
月
1
3
日
凹
:
疲
れ
H
解
消
法
y
南
青

山
ア
イ
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
加
藤
直
f
氏
、

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　

定
員
n
4
0
入
(
先
着
船
)
　

費
用
u

無
料

申
込
n
電
話

場
・
申
・
問

先
n
中
火
本
町
傑
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(

直
通
)

食
と
健
康
教
室

骨
太
大
作
戦
～
あ
な
た
は
、
大
丈
夫
?
～

日
程
I
マ
1
0
月
1
7
H
㈹
・
・
卮
り
て
い
ま

す
か
7
-
カ
ル
シ
ウ
ム
、1
-
-
r
に
お
い
し

く
食
べ
る
に
は
　
マ
2
4
日
㈹
・
・
・
健
康
体

操
を
生
活
に
と
り
い
れ
て
竹
粗
し
ょ
う

症
粐
防
、い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

定
員
心
(一
入
(
先
着
船
)

費
用
―
無
料

申
込
叭
屯
謡

場
・
申

・
問
先
1
1
住
保
健
縁
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ワンポイント健康術
【肩甲骨と骨盤をよく動かしましょう②】

肩甲骨と骨盤の動きを良くし、正常な位置に保つことで、姿勢が良く
なり、刷こりゃ腰痛になりにくい体をつくることができます。前回紹介
した両手両ひざをついた姿勢での「腕の曲げ伸ばし」と「脚の曲げ伸ば
し」が豪にできるようになりましたら。腕と駲Iを合わせて動かします。
この動きがで きることにより、肩甲骨と冊盤が連勤し、よりなめらかな
動きになります。また、骨盤の左右の動きを良くすることも大切です。
次にあげる助 きをゆっくり大きく繰り返し、少しずつ動きを広げていき
ましょう。

A. 両手両ひざをついての
「腕と脚の曲げ伸ばし」

①両手両ひざをつきます。あごを引き、大きく息
を吐きながら、お腹をへこますように背中を丸
め、右ひじとXI Eひざを近づけるようにします。

②ゆっくり息を吸いながら。近づけたひじとひざ
を伸ばしていきます。このとき腰を反らせすぎ
ないように、腕と脚は床と平行になるまで上げ
ます。

→左右各10回× 2セット
※ バランスがとりにくい方は、手とひざを1回ず
つ床につけて行います
B. 両手両ひざをついて
「おしりを左右に動かす」

①両f 両ひざをつ きます。おしりを右に動かしな
アうgら、顏も右を向いて、おしりの右側を見ます。

②ゆっくり戻し、同じように、左飼も行います。→
左右各10回× 2 セット

《体育振興担当課　3859―3422　協力: 生涯学習振興公社》

三
宅
村
か
ら
の
避
難
住
民
の
皆
さ
ん
へ

健
康
診
査
や
健
康
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

三
宅
村
か
ら
足
皀
区
に
避
難
さ
れ
て

い
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
や
お
F
さ

ん
の
健
康
診
査
、
予
防
接
種
に
関
し
て

の
相
談
を
区
内
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
1

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
U
健
康
推
進

課

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

検
察
審
査
員
候
補
予
定
者
の
調
査

現
在
、
検
察
審
査
会
審
査
H
候
補
予

定
者
の
調
査
を
郵
送
で
行
っ
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
交
通
嘔
故
や
詐
欺

な
ど
の
被
書
に
あ
っ
て
も
、
検
察
官
が

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
と
い
っ
た
不

服
の
申
し
出
を
受
け
、
そ
の
不
起
訴
処

分
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
介
す
る
機

関
で
す
。
検
察
審
査
貝
は
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
巾
か
ら
、
く
じ
で
選
ば
れ

た
1
1
‥
入
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

選
挙
入
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
候
袖
F
定
者
の
方
に
は
通
知
を
送
り

ま
し
た
の
で
、
調
査
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
問
先
―
嘸
以
第
一
・
第
二

検
察
審
介
会
嘔
務
局

(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

ま
た
は
区
・
選
挙
竹
理
委
員
会
丿
務
Q
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お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
1
1年
度

決
算
の
主
な
内
容

1
1年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
2
年
連
続
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
態

は
、
扶
助
費
な
ど
の
歳
出
が
増
加
す
る
一
方
で
、
区
民
税
等
の
歳
入
は
減
少
し
、
3
5億
円
も
の
赤
字
(
3

年
連

続
)
が
生
じ
た
た
め
、
基
金
等
の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

区
で
は
、
景
気
の
低
迷
が
長
期
化
す
る
中
、
現
在
の
財
政
難
を
乗
り
切
る
た
め
、
区
長
を
本
部
長
と
す
る
緊

急
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
決
算
は
第
3
回
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
　
歳
入

(
2
千
1
2
9億
円
)

1
1
年
度
の
歳
人
総
額
は
、
前
年
度
よ

り
5
2
億
円
、
2
.
5
%
の
増
で
2
千
1
2
9
億
円

と
な
り
ま
し
た
(
グ
ラ
フ
1
)
。

グ
ラ
フ
3
の
「
財
源
別
礎
入
決
算
額
」

を
み
る
と
、
使
い
み
ち
が
限
定
さ
れ
な

い
一
般
財
源
は
前
年
度
よ
り
4
0
億
円
、
3
.
1

%
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
歳
人
に
占

め
る
一
般
財
源
の
割
合
は
5
8
・
5
%
で

前
年
度
を
3
.
4
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し

た
。
特
別
区
税
は
畍
気
低
迷
に
よ
る
税

収
の
落
ち
込
み
な
ど
で
1
2
億
円
、
3
.
0
%

の
減
、
特
別
区
交
付
金
は
4
6
億
円
、
5
.
8

%
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
杖
い
み
ち
か
限
定
さ
れ
る
特

定
財
源
は
9
2
億
円
、
1
1
・
6
%
の
増
で

す
。
歳
入
に
占
め
る
特
定
財
源
の
割
合

は
4
1
・
5
%
で
前
年
度
を
3
.
4
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
ま
し
た
。
国
・
都
支
出
金
は
6
3

億
円
、
1
8
・
6
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
介
護
保
険
事
業
の
導
人
や
生

活
保
護
費
等
の
増

に
よ

る
も
の
で

す
。

そ
の
他
繰
人
金
は
1
7億
円
、
2
4
・
6
%

の
増
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
　
歳
出

(
2
千
1
1
9億
円
)

1
1
年
度
の
歳
出
総
額
は
、
前
年
度
よ

り
9
6
億
円
、
4
.
8
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
4
の
「
性
質
別
歳
出
決
算
額
」

で
み
る
と
、
義
務
的
経
費
は
、
前
年
度

よ
り
4
0
億
円
、
4
.
1
%
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
決
算
額
に
占
め
る
義
務
的
耗

背
の
割
合
は
4
8
・
4
%
で
、
生
活
保
護
費

な
ど
の
扶
助
費
が
3
3
億
円
、
7
.
8
%
、

特
刈
区
債
の
元
利
償
屈
金
な
ど
の
公
債
費

が
7
億
円
、
4
.
9
%
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
前
年
度
よ
り
3
億

円
、
1
.
4
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
歳
出
決

算
額
に
占
め
る
割
介
は
9
.
5
%
で
1
.
3

ボ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。
投
既
的
経

費
は
、
学
び
ピ
ア
2
1
の
建
設
、
北
千
住

駅
西
口
再
開
発
、
千
住
複
合
庁
舎
の
建

設
な
ど
の
経
費
で
す
。

実
質
単
年
度
収
支

3
年
連
続
赤
字

1
1
年
度
の
歳
人
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
た
形
式
収
支
は
、
1
0
億
円
の
黒
字
で

す
か
、
財
源
対
策
と
し
て
行
っ
た
財
政

調
整
堪
金
の
収
り
崩
し
な
ど
を
如
え
た

実
質
単
年
度
収
支
で
は
3
5
億
円
の
赤
字

と

な
り
、
3

年
連
続
の
赤
字
で
す
。

グ
ラ
フ
2
の
「
性
貿
別
歳
出
と
特
別

区
視
の
推
移
」
を
み
る
と
、
扶
助
費
や

公
債
費
か
増
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
義

務
的
耗
費
の
増
に
よ
る
財
政
の
破
直
化

が
進
ん
で
い
ま
す
(
Q
&
A
参
照
)
。

そ
の
他
行
政
費
も
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
他
行
取
費
と
は
、
物
件
費

や
国
保
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
で
す
。

一
方
、
破
入
で
あ
る
特
別
区
税
は
減
っ

て
き
て
お
り
、
区
の
財
政
事
愉
は
人
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

区
は
、
昨
年
1
1
月
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
、
赤
字
体
質
か
ら
の
脱

却
を
肖
山
の
目
標
と
す
る
と
と
も
に
今

後
も
効
率
的
で
健
企

な
財
政
運
営
に
努

め
、
安
定
し
た
区

民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供

を
め
ざ
し
ま
す
。

【
グ
ラ
フ
で
見
る
一
般
会
計
の
決
算
内
訳
】

※
(
%
)
は
前
年
度
に
対
す
る
増
減
比
　
%
は
合
計
額
全
体
に
対
す
る
構
成
比

グラフ1　財源別歳入決算額増減比較 ( 単位: 億円)

※ 11年度( 　) 内は対10年度増減

グラフ2　性質別歳出と特別区税の推移

グラフ3　 財源別歳入決算額

【一般財源】　使途が制約されず、どのような経費にも使用できる財源
【特定財源】　使途が特定され、特定の経費にのみ使用できる財源

グラフ4　性質別歳出決算額グラフ5　日的別歳出決算額

決
算
Q
&

AQ 決
算
に
は
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
の

で
す
か
?

A

決
算
は
、
予
算
の
執
行
の
実
績
を
示

し
て
、
計
画
と

お
り
に
執
行
さ

れ
た
か
ど
う
か
を
検
吋
す
る
た
め
に
作

成
さ
れ
る
資
科
で
す
。
区
議
会
や
区
民

の
皆
さ
ん
が
区
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
の
重
要
な
資
料
ど
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Q
1
1
年
度
決
算
の
特
徴
は
何
で
す

か
?

A
歳
人
・
歳
出
と
も
に
2
年
連
碵
の

増
と
な
っ
た
も
の
の
、
歳
出
は
義
務

的
経
費
を
中
心
と
し
た
避
け
ら
れ
な

い
自
然
増
。
歳
人
は
税
収
の
落
ち
込
み

な
ど
に
よ
る
財
源
不
足
を
基
金
の
取
り
崩

し
な
ど
で
補
っ
た
も
の
で
、
財
政
の

硬
直
化
か
一
段
ど
進
ん
で
い
ま
す
。

Q
グ
ラ
フ
4
「
性
質
別
歳
出
決
算
額
」

の
義
務
的
経
費
と
は
ど
う
い
う
も

の
で
す
か
?

A
法
令
の
麗

定
あ
る

い
は
性
質
上
丈

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
任

意
に
削
減
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
硬
直

性
の
極
め
て
強
い
経
費
で
す
。

Q
義
務
的
な
経
費
が
増
え
る
と
ど
う

な
る
の
で
す
か
?

A
一
般
の
家
計
に
例
え
る
と
、
毎
月

の
給
料
か
ら
必
ず
攴
出
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
代
、

ロ
ー
ン
の
返
済
な
ど
が
増
加
し
、自
山

に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。足
立
区
に
お
い
て
も
同
様

で
、義
務
的
経
心
の
増
加
は
、臨
時

的
・
緊
忽
的
な
事
業
、新
た
な
事
豪
へ

の
対
応
を
困
難
に
し
ま
す
。こ
の
台
所
事

情
の
苦
し
い
こ
と
を
自
治
体
で
は

「
財
政
の
峺

直
化
か

進
む
」
と
表
現

す

る
こ
と
か
あ
り
ま
す

。

Q
1
1年
度
足

立
区
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
で
す
か
?

A
表
1
「1
1
年
度
に
行
っ
た
主
な
事

業
」に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い

。

Q
一
般
会
計
以
外
に
は
、ど
の
よ
う

な
会
計
が
あ
る
の
で
す
か
?

A
特
別
の
事
業
に
っ
い
て
一
般
会
計

か
ら
区
分
し
て
、そ
の
収
支
を
刈

個
に
経
理
す
る
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。足
立
区
で
は
、国
民
健
康
伏
険
特

別
会
計
、老
人
保
健
医
療
特
刈
会
計
、

用
地
特
別
会
計
の
3
つ
の
特
別
会
計
が

ま
り
ま
す
。泱
算
額
は
表
2
「特
別

会
計
決
算
額
」の
と
お
り
で
す
。な
お
、

1
2
年
度
か
ら
は
「介
護
保
険
特
別
会
計
」

が
加

わ
り
ま
す

。

表1　11 年度に行った主な事集 ( 単位: 百万円)

表2　特別会計決算額 ( 単位: 億円)

お
問
い
合
わ
せ
は

予
算
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

何
気
な
く
置
い
た
自
転
車
が
歩
行
者
の
通
行
や

緊
急
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す

区
で
は
、駅
川
辺
お
お
む
ね
3
0
0
m
以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
、放
置
殴
自
転
車
の
撤
去
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。撤
去
自
転
巾
は
区
の
保
管

場
所
に
迎
び
、返
還
心
に
2
千
円
の
撤

去
費
用
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま

た
。撒
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、

通
勤
・
通
学
な
ど
で
自
転
車
を
利
用
さ

れ
る
方
は
自
転
原
駐
巾
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い

。

最
近
、盗
難
自
転
巾
の
乗
り
捨
て
が
、

増
え
て
い
ま
す
。自
転
車
に
は
必
ず
防

犯
登
録
を
し
て
住
所
と
名
前
を
記
入

し
、か
ぎ
は
二
重
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

□
区
営
・
有
料
自
転
車
駐
車
場

北
綾
瀬
南
自
転
車
駐
車
場
　
谷
中
2
-

3
-
7
先
　
※
定
川
利
川
に
相
当
数
の

空

き
あ
り

(
3
6
2
9
)
1
0
4
2

北
綾
瀬
北
自
転
車
駐
車
場
　
谷
中
4
-
4
-
9

(
3
6
2
9
)
0
8
0
4

□
区
営
・
無
料
自
転
車
駐
車
場

谷
中
五
丁
目
駐
車
場
　
谷
中
5
-
1
-
2
0

先

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

北
綾
瀬
P
・
S
・
S
ビ
ル
駐
輪
場
　
谷

中
4
-
1
-
2
0
(
北
瀬

駅
左
斜
め
前
)

(
3
6
2
9
)
9
0
0
0

□
加
平
移
送
所
　
加
平
2
-
1
7
-
6

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

北綾瀬駅周辺
自転車放置禁止区域

■ 自転車放置禁止区域

第
1
7
回

都
内
一
斉
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

統
一
標
語
=
「
困
り
ま
す
。
自
転
車
置

き
ざ
り
、
知
ら
ん
ぷ
り
」

自
転
車
の
放
置
は
、
駅
周
辺
の
庫
境

を
悪
化
さ
せ
る
ば
か
り
か
、
歩
行
者
の

通
行
を
妨
害
し
、
災
害
時
の
避
難
継
路

を
ふ
さ
ぐ
な
ど
非
常
に
危
険
な
行
為
で

す
。
駅
近
隣
の
方
は
歩
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
自
転
車
は
駐
輪
場
に
置
き
ま

し
ょ
う
。

□
放
置
自
転
車
の
一
掃
を
め
ざ
し
て

「
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」

期
間
=
1
0
月
2
2
日
～
3
1
日
　
内
容
=
区

内
主
要
駅
頭
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(
表

3
)
/
放
置
自
転
嘔
等
の
街
頭
指
導
強

化
/
ポ
ス
タ
ー
・
横
断
幕
の
掲
示
　
問

先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

表3　 駅頭キャンペーン

※ いずれも時間は午前10時30分

1
2
年

度
　
足

立
区
功
労
者

1
0
月
1
日
「区
民
の
日
」に
、1
2
年

度
足
立
区
功
労
者
表
彰
式
が
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。自
治
功

労
、社
会
福
祉
功
労
な
ど
1
3
分
野
で
、

区
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
1
6
7
人
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

。(
敬
称

略
)

[
自
治
功
労
]

<
行
政
委
員
>

小
宮
忠
義

<
消
防
団
員
>

秋
山
雅
信
、穴
澤
光
、石
鍋
晟
、石

山
春
占
、五
十
畑
重
雄
、稲
垣
一
榮
、

大
谷
岩
三
、小
野
和
夫
、川

崎
吉
之
助
、小
池
栄
一
、佐
藤
輝
宏
、

篠
田
仁
二
、鈴
木
和
男
、鈴
木
収
夬
、

商
橋
俊
人
、滝
澤
克
溥
、田
中
惠
一
、

月
舘
挺
一
郎
、中
村
好
一
、内
野
孝

義
、野
川
昭
一
、平
井
俗
幸
、平
井
良

彰
、福
澤
剛
心
、洞
下
俤
二
、松
村
明

雄
、矢
作
繁
男
、山
付
和
雄
、横
倉
毅

<
町
会
・
自
治
会
長
>

浅
再
新
次
郎
、阿
佐
美
良
人
郎
、新
坏

規
山
、川
下
政
信
、神
崎
金
三
、小
西
正
勝

、白
石
正
輝
、高
檎
清
、田
所
晋
、千

葉
留
雛
、野
坂
與
占
、和
久
田
幸
治
次

<
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人
>

石
井
正
夫
、勝
倉
ト
シ
江
、小
山
幸
枝
、

高
橋
冨
美

[
社
会
福
祉
功
労
]

<
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
>

及
川
リ
ウ
子

<
民
生
委
員
・
児
童
委
員
>

池
谷
光
代
、川
崎
久
枝
、菊
田
禮
子
、

鈴
木
京
子
、須
藤
林
、野
村
延
子

<
保
護
司
>

畔
上
榮
、足
立
義
人
、荒
川
政
弘
、井
上
清
輝

、宇
野
ア
ヤ
子
、江
坂
禮
次
郎
、岡

谷
つ
ぎ
、神
川
休
明
、仇
藤
き
み
子
、

椎
名
昭
雄
、芝
田
棯
、清
水
爲
久
子
、

高
山
圭
子
、別
府
勝
美
、堀
切
彌
生
、

松
閥
秀
郎
、柳
原
富
士
男
、薮
下
節
男
、

油
井
久
仁
子
、枇
瀬
匡
介
、和
川
孝
二

[
社
会
生
活
功
労
]

<
防
火
事
業
功
労
者
>

星
野
ケ
イ
子

<
防
火
事
業
功
労
者
・
清
掃
事
業
功
者
>

小
宮
美
惠

<
交
通
安
全
事
業
功
労
者
>

坂
田
欣
一
郎
、佐
藤
一
意

<
清
掃
事
業
功
労
者
>

右
川
純
、小
町
淑
子
、斎
藤
治
子

[
公
衆
衛
生
]

<
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
>

小
林
晴
美
、川
中
一
雄

<
食
品
・
環
境
衛
生
事
業
功
労
者
>

黒
田
な
を

[
学
校
教
育
功
労
]

<
私
学
振
興
功
労
者
>

北
川
今
江
、清
水
啓
眤
、寺
山
克
己
、

山
崎
一
夫

[
社
会
教
育
功
労
]

<
社
会
教
育
事
業
功
労
者
>

清
水
正
雄

<
P
T
A
会
長
>

衣
川
い
さ
江
、衣
川
廣
正
、櫻
井
忠
義
、土
屋

勝
、山
口
晴
好

[
産
業
功
労
]

<
実
業
精
励
功
労
者
>

清
水
章
正
、八
木
逸
夫

[
建
設
功
労
]

<
土
木
建
設
事
業
功
労
者
>

田
中
敏
夫
、本
川
豊
廣
、山
川
重
次
郎

<
区
画
整
理
事
業
功
労
者
>

浅
作
金
蔵
、浅
香
皓
、浅
香
智
明
、新

井
喜
市
、新
井
正
一
、新
月
康
之
、飯
岡
正
信

、飯
塚
章
太
郎
、人
塚
清
、黒

川
豊
三
郎
、高
橋
喜
代
司
、高
橋
孫
一
、

川
中
勝
次
、田
中
宗
四
郎
、野
村
昭

<
ま
ち
づ
く
り
事
業
功
労
者
>

原
田
善
、吉
田
正
男

[
統
計
功
労
]

伊
藤
勝
技
、井
上
ふ
ゆ
、榎
本
清
太
郎
、

小
内
伊
助
、清
水
通
、高
橋
俊
造
、長

谷
川
敏
一
、吉
田
晴
夫

[
納
税
功
労
]

相
澤
喜
久
男
、阿
出
川
八
雄
、今
西
浩

、小
町
朝
雄
、鈴
木
弘
、高
鵬
仲
枝
、

竹
村
仁
之
、知
久
福
田
郎
、中
村
英
一

郎
、宮
川
和
夫

[
文
化
功
労
]

<
文
化
事
業
功
労
者
>

宇
賀
神
重
行
、小
食
こ
よ
子
、田

村
降
子
、野
谷
武

<
文
化
財
保
護
功
労
者
>

鹿

濱

秋

信

[
体
育
功
労
]

<
体
育
事
業
功
労
者
>

齊
京
弘
、坂
井
圭
子
、塩
正
吉
、野
口
照

行

[
徳
行
者
]

足
立
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会
、足
立
読

売
会
、綾
瀬
パ
ン
ダ
フ
フ
ミ
リ
ー
代
表

人
久
保
貞
二
、金
子
政
雄
、株
式
会

社
東
冠
新
生
活
互
助
会
高
砂
殿
、株
式

会
社
三
浦
工
務
店
三
和
会
、柴
田
徹
、

社
会
福
祉
法
人
聖
風
会
、た
け
の
こ
文

化
祭
実
行
委
員
開
、辰
沼
都
信
会
会
長

飯
田
菊
二
郎
、東
京
都
K
S
D
豊
明
会

足
立
支
部
女
性
部
、東
京
リ
サ
イ
ク
ル

運
動
市
民
の
会
代
表
小
池
愛
一
郎
、東
米
商

足
立
支
部
支
部
長
信
和
宏
、中
田
貢

弘
、富
士
興
業
株
式
会
社
代
表
取
締

役
関
谷
宣
信
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
あ
じ
さ
い
、松
岡
英
吉
、水
野
了
雅
、

め
だ
か
の
会
、山
崎
貞
二
郎
、有
限
会
社

本
間
鉄
店
代
表
取
締
役
本
間
健
、立

正
佼
成
会
足
立
教
会
教
会
長
中
村
浩
士

、株
式
会
社
江
戸
一
代
表
取
締
役
小

池

敏

孝

《
総
務
係
》

学
校
アル

バ

ム

鹿 浜 小 学 校
鹿浜4- 20- 22

【
読
書
活
動
で
豊
か
な
心
を
育
む
】

西
暦
2
0
0
0
年
の
今
年
は
国
際
子

ど
も
読
書
年
で
、
様
々
な
収
り
机
み
が

各
方
而
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で

も
子
と
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
願

い
、
9
年
前
か
ら
読
書
活
動
に
力
を
入

れ
て
収
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
。

全
教
職
員
に
よ
る
毎
日
の
読
み
聞
か

せ
を
中
心
に
、
保
護
者
や
地
域
の
図
書

館
の
方
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、

語
り
聞
か
せ
の
会
の
方
な
ど
の
こ
協
力

に
よ
り
、
子
ど
も
と
人
人
か
と
も
に
読

書
活
動
を
楽
し
む
時
間
を
設
定
し
て
い

ま

す
。

さ
ら
に
、
読
書
で
得
た
イ
メ
ー
ジ
を

も
と
に
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
づ
く
り
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。昨
年
度
は
、5
年
生

が
近
隣
の
幼
飛
園
に
て
出
前
公
演

を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
を
読
書
活
動

を
と
お
し
て
学
校
・
保
護
名
・
地
域

社
会
の
辿
携
を
よ
り
強
め
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

□
瀧
常
晴
校
長
か
ら

「学
校
人
好
き
仲
び
合
う
子
」を

教
育
目
標
と
し
て
、(
し
)
り
た
い
目
　
(
か
)

た
り
た
い
心
　
(
は
)
ず
む
心
で
　
(
ま
)
な
び

あ
う
子
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、実
践
に

励
ん
で
い
ま
す
。特
に
、語
り
・
読
み
聞

か
せ
活
動
は
、心
豊
か
な
子
を
育
て

て

い
ま
す

。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
読
み
聞
か
せ

幼
稚
園
で
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
上
演
会

鹿 浜 中 学 校
鹿浜5- 18- 1

【生
徒
が
生
奪
生
き
と
活
躍
す
る
学
校
】

本
校
は
開
校
3
5
周
年
を
迎
え
、次
の
活

動
を
推
進
し
て

い
ま
す

。

①
オ
ア
シ
ス
(
(
お
)
は
よ
う
・
(
あ
)
り
が
と

う
・
(
し
)
つ
れ
い
し
ま
す
・
(
す
)
み
ま
せ

ん
)
運
動
…
人
学
当
初
と
卒
業
時
な
ど

に
、
生
徒
会
も
協
力
し
て
定
川
的
に
あ

い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
明
る

く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
生
徒
か
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
…
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、愛
の
亢

運
動
、ユ
ニ
セ
フ
募
念
運
助
、落
ち
葉
掃
き
運

動
を
行

っ
て

い
ま
す

。

③
学
校
行
事
で
の
活
躍
…
運
動
会
、文

化
発
表
会
で
の
生
徒
の
取
り
組
み
方
は

最
高
で
す
。一
般
の
方
か
ら
暖
か
い
声
援

と
拍
手
が
あ
り
ま
L
た
。

□
岡
田
嘉
秋
校
長
か
ら

「地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
」を
め

ざ
し
、学
校
行
事
や
道
徳
・
各
教
科
・

特
刈
活
動
の
時
間
を
公
開
し
ま
す
。今

年
度
は
1
1
月
1
7
日
～
2
3
日
の
午
前
9
時

か
ら
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。1
1
月
2
3
日
午
前
巾
は
授
業
参

観
日
で
す
。道
徳
の
授
業
も
い
っ
し
ょ

に
公
開
し
ま
す
。

朝
7
時
3
0
分
～
8
時

の
落
ち
葉
掃
き
運
動

運
動
会
で
の
百
足
競
争

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
2
8

谷
在
家
公
園

隣
接
す
る
鹿
浜
第
一
小
の
、校
介
の
高

さ
は
ど
も
あ
る
ヶ
ヤ
キ
の
木
々
が
印

象
的
で
す
。春
の
桜
の
季
節
に
も
い
こ

い
の
場
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
公
園

に
接
し
南
北
に
延
び
る
江
北
北
部
緑

道
は
、十
月
桜
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。十

月
桜
は
1
0
月
～
1
2
月
ご
ろ
か
見
ご
ろ

で
、淡
い
ピ
ン
ク
の
化
を
咲
か
せ
ま
す
。

今
秋
も
黄
葉
が
美
し
く
色
づ
け
ば
、
ヶ

ヤ
キ
の
黄
葉
と
桜
が
い
っ
し
ょ
に
楽
し

め
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
《
広
報
課
》

谷
在
家
2
-
1
3
-
1
　
東
武
バ
ス
(
西

新
井
駅
西
口
～
都
心
農
業
公
園
)
北
鹿
浜

下
車
徒
歩
2
分

▲ 葉の落ちた枝に花を咲か

せる十月桜( H. 11撮影)

1
0
月
1
1
日
～
1
7
日

全
国
一
斉
　
違
反
建
築
防
止
週
間

違
反
建
築
収
り
締
ま
り
の
た
め
、一

斉
公
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。こ

れ
は
平
常
の
監
視
活
動
を
強
化
し
、違

反
建
築
工
事
の
早
川
発
見
に
努
め
、違

反
の
な
い
住
み
ょ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
問
先
=
建

築
監
察

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

あだちまつり

A

-

F

e

s

t

a

2

0

0

0

1

0

月

1

4

(

土

)

日 15 ( 日 )

日

区民がつくる区民のまつり

問先=

区民まつり委員会事務局地域支援課

場所荒川河川敷「虹の広場」
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
税
・
年
金

こ
ん

な

と
き

は
手

続

き

が
必

要
で

す

同
災
健
康
保
険
へ
の
加
人
や
、や
め

る
予
続
き
は
自
動
的
に
は
で
き
ま
せ

ん
。衣
I
に
該
当
す
る
方
は
、
1
4
H以

内
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
必

要
心
、‥類
や
f続
き
場
所
な
ど
は
嘔
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
問
先
―
国

民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

表1　手続きが必要な事例

※ は国保加入者のみ対象

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
書
を
送
り
ま
す

1
0月～
1
2月分
の
納
付
書
を
1
0月2
0

日
に
郵
送
し
ま
す
(
1
2年度
分
か
払
い

済
み
の
方
お
よ
び
口
座
振
替
の
方
は
国

保
だ
よ
り
の
み
を
送
付
)。保
険
料
の

納
期
限
は
毎
月
末
日
(
1
2月分
は
1月
4
H
)

で
す
。
問
先
―
国
民
健
康
保

険
課
資
格
賦
課
係

国

民

年

金

保

険

料

の

免

除

制

度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、ど
う
し
て

も
傑
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
介
、一

定
期
閥
の
納
付
を
お
休
み
す
る
制
度
で

す
。免
除
さ
れ
た
期
問
の
年
金
額
は
、

納
め
た
場
合
の
3分
の
Iに
な
り
ま
す

が
、年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

と
し
て
算
人
さ
れ
ま
す
。ま
た
、将
来

資
力
が
川
復
し
た
と
き
1
0年以
内
で
あ

れ
ば
、
J定
の
金
額
を
加
算
し
て
納
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
問
先
U凶
民

年
金
課
保
険
料
係

国

民

年

金

健

康

保

養

施

設

こ
の
施
設
は
、国
民
年
金
の
加
入
者

や
受
給
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
保
養
や

健
康
づ
く
り
な
ど
福
祉
の
増
進
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
国
民
年
金
福
祉
施
設
で

す
。こ
れ
ら
に
は
、凶
民
年
金
会
館
・

健
康
保
養
セ
ン
ター
・
総
合
健
康
セ
ン

タ
ー
四
3タ
イ
プ
が
あ
り
、現
在
5
8の

掵
設
が企
国
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、結
婚
式
や
パ
1

テ
ィー
、
合
宿
や
研
修
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
国
民
年
金
課
、

区
民
聨
務
所
の
窓
口
に
あ
る
ガイ
ド
ブ

ッ
ク「
ゆ
と
り
す
と
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
対
象
Uど
な
た
で
も
叮
※
国

民
年
金
の
加
人
者
・
受
給
行
は
割
安
で

利
川
で
き
ま
す
申
込
U直
接
棆
設
へ

問
先―
国
民
年
金
課
推
進
係

年

金

教

育

資

金

の

貸

し

付

け

年
金
秘
包
金
の
運
川
と
し
て
、
高

校
・
人
学
な
ど
の
人
学
金
な
ど
に
か
か

わ
る
貸
し
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
対

象
n
国
民
年
金
'
生
年
金
の
被
保
険

各
で
、
加
人
期
閥
が
(
縁
し
て
1
0
年
以

上
あ
り
、
過
去
2
年
間
す
べ
て
の
保
険

料
を
納
め
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
年
収

1
,
2
1
0
万
円
(
嘔
業
所
得
者
は
知
万
円
)

以
内
使
途
u
高
校
、
人
学
、
専
修
学

校
、
f備
校
、
各
穐
学
校
に
人
学
、
ま

た
は
在
学
中
に
必
・
瓷
な
費
川
(
人
学
準

備
9
川
、
授
農
料
、
ド
-
m
代
、
受
験
料
、

在
学
中
の
川
民
年
金
傑
険
料
等
)
　
限

度
額―
凶
民
年
金
:
5
0
万
円
　
り
生
年

金
=
・
1
0
0
万
円
貸
付
利
率
u
年
利
2
%

返
済
期
間
-
1
0年以
内
申
先
n肺
社

会
保
険
福
祉
協
会(3

5
9
5
)
3
2
5
7

問
先―
国
民
年
金
課
推
進
係

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
特
別
区
民
税
・
都
民
税
、国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
】

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
た
め
、
便
利
で
安
心
で
す
。
申
込

―
窓
口
に
預
(貯
)金
通
帳
、
通
帳
印
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参
申
先
n

預
(貯
)金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(郵

便
励
を
含
む
)、
ま
た
は
区
扣
心
-窓口
、
'
X
'

民
嘔
筋
所

問
先
U
マ
特
別
"
X
:
民

税
・
祁
民
税
…
納
税
課
収
納
係
マ
川

民
健
康
保
険
料
…
凶
氏
健
康
保
険
課
収

納
管
理
係

▽凶
民
年
金
傑
険
料
:向

民
年
金
課
保
険
料
係

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の
期
限
は

切

れ
て

い

ま

せ

ん

か

自
賠
責
保
険
(共
済
)は
、万
。の

交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
入
賠
償

を
目
的
と
し
て
、バ
イ
ク・
原
付
き
自

転
嗔
を
含
む
す
べて
の
自
動
叭
に
加
人

が
義
務
付
け
ら
れて
い
る
保
険
で
す
。

巾
検
制
度
の
な
い
バイ
ク
・
原
付
き
自

転
巾
は
、特
に
期
限
切
れ
、か
け
忘
れ

に
ご
注
憲
く
だ
さ
い
。
問
先
U軽
自

動
巾
税
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
0月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育

就

学

相

談

来
年
4
月
に
小
学
校
に
人
学
予
定

で
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

お
'
rさん
に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
日
時
n
毎
週
月
曜
日

～
金
曜
日
(
祝
卜
を
除
く
)
、
午
前
9

時～
y
後
5
時
申
込
l
電
話
場
・

申
・
問
先
―
教
肯
研
究
所
教
育
相
談
係

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

区
立
小
学
校
に
入
学
希
望
の
外
国
人
の
方
へ

区
か
小
学
校
へ
の
新
人
学
の
f
続
き

を
ま
だ
し
て
い
な
い
方
は
、
y
忽
に
r続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
U

就
学
係

就

学

時

健

康

診

断

を

行

い

ま

す

来
年
4月
に
小
学
校
に
人
学
す
る
お
f

さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断

を
行
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知
滌

は
1
0月5
Hに
発
送
し
ま
し
た
の
で
、

桁
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ
ず
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
都
合
が

悪
い
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
先
H学
校
保
健
係

1
3年
4

月
入

園

区

立
幼

稚
園

児

募
集

募
築
園
u
衣
2
・
衣
3
資
格
n
区
内

在
住
の
4
歳
児
(
8
年
4
川
2
日～
9

年
4
月
1
川
雀
)
、
5
歳
児
(
7
年
4

月
2
H～
8
年
4
月
1
日
生
)
　
受
付

日
時
I
H
月
1
日
Ⅲ
・
2
卜
宋
、
y
1
1
後

1
時
3
0
分～
4
時
受
付
場
所
n
人
園

希
望
の
各
区
政
幼
稚
刈
　
※
申
込
用

紙
・
募
集
・
要
項
は
各
'
x
'
-
>
幼
稚
別
・
区

民
事
務
所
・
児
暇
館
・
教
育
委
U
会
で

1
0
月
1
6
H
か
ら
配
布
。
各
幼
碓
園
は
午

前
9
時～
午
後
4
時
(
匕
眼
日
は
正
午

ま
で
)
　第
一
次
選
考
日
u
H月
6囗

聞
豪
関
屋
∴江
北
幼
稚
園
は
、
1
4年3

月
3
1日で
瀏
刈
に
な
り
ま
す
の
で
、

4
歳
児
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
問
先
l

就
学
係

表2　4歳児および5歳児(若千名)の募集園

表3　5歳児(若干名)のみの募集園

生
活
環
境

消

費

生
活

の

問

題
を

勉

強

す
る

方

へ

講

師

を
派

遣

し

ま
す

対
象
H
区
内
在
住
・
在
勤
、
在
学
の
方

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
や
団
体
(
2
0

人
以
恚
　
内
容
u
キ
ャ
ッ
チ
セ
'
■
ル

ス
・
訪
問
販
売
な
ど
悪
質
商
法
の
不
囗

と
F
防
ま
た
は
皆
さ
ん
が
凋
を
研
究
し

て
い
る
消
賢
生
活
問
題
で
セ
ン
タ
ー
が

忽
め
る
も
の
申
込
u
開
桃
卜
時
(
・
平

日
の
T
前
1
0時～
午
後
5
時
)・
会

場
・
内
容
が
決
定
後
、電
話
。セ
ン
タ

ー
承
諾
後
、中
請
書
を
提
出

※
場
所

は
申
請
者
が
川
意
し
て
く
だ
さ
い
。講

師
背
用
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
負
担
(

限
度
額
あ
り
)
　申
・
問
先
U
消
費

者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

フ

リ

ー

マ
ー

ケ

ッ

ト

プ
ロ
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。
問

先
u
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

▼
1
1
月
5
日
胙
諏
訪
木
西
公
園
乍

前
1
0
時～
午
後
3
時
※
雨
。
天
時
1
1
月

2
6
H
6
0
区
叫
出
店
料
'ド円
電
話

斎
藤
　
　
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2 ▼

n
月
5
日
㈲
土
地
開
発
公
社
管
理

地
(
佐
野
1
1
、
1
2
)
　
午
前

1
0
時～
午
後
2
時
3
0
分
※
兩
天
時
1
1

月
1
2
H
・
4
0
区
画
　
出
店
料
1
円
・
往

復
(ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
ひ
、

駐
巾
場
の
右
無
を
明
記
(
1
0月2
4日必

着
)
　〒
ぼ・
0
0
0
1人
谷
Ⅲ
団
地

内
郵
便・励
留
小
山

0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4

掲
示

板

□
1
0
月
は
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
で

す
労
鋤
省
で
は
、
鳥
年
齢
考
の一雁
用

が一
川
進
展
す
る
よ
う
、
例
年
1
0月を

「
鳥
年
齢
者
雇
川
促
進
月
閥
」
と
定
め

仝
凶
的
な
運
動
を
腹
開
し
て
い
ま
す
。

▽
キ
ャ
リ
ア
ワ
ーク
フ
ェ
ア
(高
年
齢

者
就
職
相
談
会
)
　日
時
1
1
0月1
9日

團
、正
T
～
T後
4時
場
所
nす
み

だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル

▽
高
年
齢
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
日

時
u
1
0
月
2
3
日
丱
、
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
3
0分
場
所
Iム
ー
ブ
町
M

▽
高
年
齢
者
再
就
職
援
助
セ
ミ
ナ
ー

日
時
u
1
0
月
2
7
日
啝
午
後
1
時
3
0
分
～

午
後
4時
場
所
6綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
I
(ロ
ー
ワ
ーク
足
を
4
門
援

助
第
1部
門(

3
8
7
0
)
8
6
0
9
㈹

□
1
0
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
　

労
働
保
険
は
、労
災
保
険
と
収
川
保

険
を
・
括
し
て
加
入
す
る
人
切
な
保
険

で
す
。
。入
で
も
労
働
者
を
・
履
川
し
て

い
る
叺
亟
T
は
加
人
が
必
要
で
す
。未

加
人
の
場
介
は
f
続
き
を
お
y
め
に
。

問
先
u
(
口
1
ワ
ー
ク
足
立
(
適
川
課
)

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9
㈹

足
皀
労
働
基
準
監
督
署
(労
災
第
2課
)

(
3
8
8
2
)
-
1
8
7

□
敏
y
期
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
日

時
u
1
0
川
1
5
凵
～
1
2
月
1
7
日
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
、
T
後
6
時
～
8
時
3
0
分

場
所
ご
丁
々
小
学
校
対
象
1
1
6
歳
以

ヒ
の
区
民
費
用
n
3
1
川
申
込
u

肖
日
心
接
会
場
へ
問
先
H足
况・区
フ

ォ
ーク
ダ
ン
ス
連
盟
村
川

(
3
8
9
2
)
9
7
4
4

□
人
事
労
務
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
日
時

n
1
0
月
狎
日
Ⅲ
・
2
4
日
㈹
、
午
後
一
時

3
0
分～
4
時
3
0
分
場
所
u
北
と
ぴ
あ

対
象―
ど
な
た
で
も
町
定
員
-
8
0
入

費
用―
無
料
申
込
u
・
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
　
問
先
u
卜
'
r
労
政
事
務
所

坏
及
係

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

(
3
9
0
6
)
2
0
3
6 □

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課
程
・
夜
間
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

日
程
-
1
0
川
2
7
卜～
1
月
2
6
H
、
T
後

6
時
申
・
問
先
u
医
療
法
入
礼
川
福

寿
会
　
　
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
講
演
会
「
生
活
習
慣
病
を
ど
う
考
え

る
か
?
」
「
地
域
に
お
け
る
病
診
連
携
」

日
時
u
1
0
川
2
1
日
巾
、
y
後
4
時
場

所
=
'
x
'
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
申
・
問
先

n
啄
慈
会
記
念
総
(
‥
病
院
嘔
務
部
鳥

村
　
　
(
3
8
9
9
)
1
3
1
1
㈹

□
足
立
区
総
合
再
開
発
協
議
会
創
立

2
5周年
記
念
行
事コ
ン
ク
ール
作
品
の

募
集
内
容
n①
足
を
の
ま
ち
の
「
写

輿
」口
ま
ち
づ
く
り
I心
洲
発
の
「
標

語
」
j
。まち
づ
く
り
の
関
心
を
鳥
め
る

内
容
の
「
ま
ち
づ
く
り
感
想
文
」④
踵

想
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
「
図
肉
」

ま
た
は
「
粘
ヒ
細
E
」
　※
応
募
作
品

は
1人
5点
以
内
。く
ゎ
し
く
は
お
問

い
介
わせ
く
だ
さ
い
期
限
u
1
0月3
1

日
申
・
問
先
n足
叱
区
総
介
。冉開
発

渙
(
ご
ふ
・
0
0
3
6ぶ
仲
町

コ
ー
1
3小桜
ビ
ル(3

8
8
8
)
4
0
8
4

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
グ
レ
イ
ス

ホ
ー
ム
バ
ザ
ー
日
時
n
珀
月
2
9
日
㈲

戀
バ
ザ
ー
川
の
物
品
も
募
集
し
て
い
ま

す
場
・
申
・
問
先
u
グ
レ
イ
ス
ホ
ー

ム
。
t
Ⅲ

(
3
8
9
0
)
0
2
1
4

□
1
0
月
は
労
働
相
談
強
調
月
間
で
す

▽
川
張
労
働
和
談
=
・
日
時
n
1
0
月
2
3
川

叫
午
後
2
時
～
4
時
場
所
n
内
新

坏
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
▽
常
時
労
働
相

談
・
:
日
程
u
月
曜
～
金
叩
日
(
祝
日
除

く
)、午
前
9
時
～
午
後
5
時
(水
曜

日
は
午
後
7時
ま
で
)
　問
先
=
　―
C。

労
政
嘔
務
所
労
働
相
談
担
肖

(
3
9
0
0
)
6
1
1
0

□
大
谷
田
祭
日
時
u
1
0
月
1
5
日
肋
、

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分
場

・
問
先
u
惠
皐
都
人
谷
川
就
労
支
援
ホ

ーム
(旧
人
谷
川
虹
生
館
)

(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

□
第
2
回
綾
瀬
い
っ
し
よ
祭
日
時
u
m

月
割
日
巾
、
T前
1
0時～
午
後
3時

場
・
問
先
H綾
潮
あ
か
し
あ
刈

(
5
6
8
2
)
7
2
7
2
□ 区民ボウリング教室( 初級) 　①北千住会場…日程、101j 1811～12月2011、1j 1週水曜I I　場・問先=マルアイボウリング　　3882―1901　②西新井会場…日程=
10月Sl l ～12月25日、紅週月曜日　場・問先=西新坏ラッキーレーン　　3849―2477　　※ 工丱とも　費用一各川1淌) 0円( 初川のみ教本代L000円)
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1
0
月
1
6
日
～
2
2
日
は

行政相
談週間で
す

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
嘔
な
ど
に
関
す
る
片
情
や
意
見
・
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
は
「
行
政
相
談
委
員
」
(
衣
4
)
が
相
談
に
応

じます
。『行政相談委
U』は行政

と住民のパイプ役として総務庁長

竹から委嘱された民間布織軒で
、

皆さんからの相談をお受けし
、適

切な処置や助言を行うなど
、身近

なところで活躍しています
。区で

は
、次のとおり特設相談を幽設し

ます
。お気軽にご相談ください
。

相談は無料
、秘密厳守です
。
日

時
n
1
0
月
1
7
H
㈹・
1
8
日Ⅲ
、午後
1

時～
4時
場所
n区役所
申込
n

肖日直接会場へ
　豪行政相談を常

設しています
。日時
n毎月第
3

金曜
H、午後
1時
I
3時場・問

先
u広聴相談係

表4　行政相談委員名簿

わかりやすい住居表示のために

□
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
住
居
表
示
の
再
整
備
を
行
い
ま
す

桑袋匕地区画鰹理嘔業地・区の換

地処分に先立ち
、区画整理により

造成された新しいまち並みに合わ

せて
、街区区
域の変
、史を行います
。

今後も
、住居表示の楼備により
、

わかりやすいまち
づくりを進めま

す
。
実施期日
U
1
3
年
2月
3日

対
象
区
域
一
化
畑
八
r
口
の
一
部

□
住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す

各街区に収り付けてある「街区

表示板
」と
、各建物に収り付けて

ある「町
名表示
板
」「
住居番皿り表

示板
」のうち
、変色したり壊れた

りしたものを取り替える作業を行

います
。取り林え作業は
、区役所

の腕嗔をつけた委託業者が行いま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
u
1
0
月
ド
旬
～
1
2
月
ド
旬
対
象

地
域
=
扇
一
丁
目
～
3
丁
目
、
六
木
一

r
H
I四
F目

□
住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
衣
示
実
施
済
の
区
域
で
、家
M

の
玄
関
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
る
住
川

衣示板
(禄色のアルミ板
)を破

損・紛失してしまった方には
、窓

川で新しい住居表示板を無料で再

交付しています
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申・問先見戸籍住民課住居衣示

緊急年末資金を新設します

受付期間
n
H月I
H
I
3
0

凵
対象

叭区内中小企業
E資金種別
u運

転資令のみ
貸付限度額
H顛万円

返済期間
1
1
1
ヵ月
貸付利子―

刀一
%
(利f補給
1
2
%
本入負批
1
.
0
%
)

問先
U融資係

都営住宅・区営住宅
　入居者募集

□
都
営
住
宅
【
都
内
あ
き
家
・
新
築
】
(
家
族
・
単
身
者
)
　
募
集
お
よ
び
申

込用紙配布期間
-
1
0
月
1
0
卜～
1
7
卜
(

上・日曜日は除く
)

□
都
営
住
宅
[
区
内
あ
き
家
]
　
・
区
営
住
宅
[
あ
き
家
]
(
家
族
)
　
募
集
お

よび申込用紙配布期問
U
1
0
月
2
3
日

～
3
0
口
(匕・日曜‥‥は除ぐ
)

※川方とも中し込みできます

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
用
紙
配
布
場
所
u
住
宅
管
理
係
、
各
区
民
嘔
務
所
(
予
足
枚
数
に
達
し
次

第
配
付
終
r
)
　
問
先
u
住
宅
管
理
係

生ごみ処理機を購入する方に

補助金を交付します

ごみ減量化の促進を図るため生

ごみ処理機
(またはコンポスト化

容器
)の購人費の一
部を補助しま

す
。
対象
U区内在住の方で
、過

幺
l狎叺坦成を
1けていない力
(
1

世帯
I台限り
)
　補助金額―

購入価格の
2分の
1、
L限一
万円

問先
Uリサイクル推進課

新田地区のまちづくりに関連する

都市計画案の縦覧を行います

都
と区で
は次
の
都市計画
案
の縦

覧を
行い
ます
。この
内
容に愚見
の

ある
方は
縦艶刈
回
巾都
およ
び区
に

対して
意見
占を
提
出す
るこ
と
がで

きま
す
。

□
区
決
定
分

缶
新
旧
地
区
地
区
計
画
四
決
定
区
域
u

新
困
・
一
丁
目
お
よ
び
三
丁
目
各
地
内

奥
-
都
巾
計
画
道
路
(
足
皀
区
肉
街
路
第

7
号
線
)
の
弯
史
区
域
u
新
川
二
丁
目

～
新
田
1
J
H
一
3
一
心
度
地
区
の
変
・

史
④
特
別
川
途
地
、
区
心
変
更
③
衝

の
区
域
n
新
田
三
丁
目
地
内

□
都
決
定
分

(
1
)
川
途
地
域
の
変
更
耄
譽
以
祁
公
共

ド
水
道
(
新
川
ポ
ン
プ
場
)
の
変
虹
①
ぶ
・
の
区
域
―
新
田
三
丁
目
地
内

縦
覧
期
間
1
1
0
月
1
6
H
～
3
0
H
縦
覧
場
所
n
祁
巾
計
画
係
※
都
決
定
分
は

都
・
相
談
情
報
課
(
都
第
こ
本
庁
舎
a

階
)
で
も
行
っ
て
い
ま
す
意
見
書
n

住
所
、
氏
名
、
対
象
都
市
計
画
、
意
見

を
記
人
の
う
え
、
1
0
月
^
5
日
ま
で
に
郵
送
か
持
参
提
出
・
問
先
u
▽
祁
決
定

分・
:祁・
都巾
計
画
局
都
巾
計
肉課

〒
旧・
8
0
0
1
新
宿
X
'
C
新
宿
2
1

(
5
3
8
8
)
3
2
5
4
(

直通
)

▽
区
決
定
分
-
:
区
・
都
巾
計
画
>
課
〒
圃
・
8
5
1
0
中
火
本
町
I
ム
″
-
1

ご協力ありがとうございました

国
勢
調
査

国勢調をにご協力ありがとうご

ざいました
。調査の結米は
、
2
1
世

紀四まちづくりなどの大切な基礎

資料として利川されます
。

まだ調合票を提川していない方

は至急
、足を区国勢調査実施本部

乍務局までご連絡ください
。
問

先
n足な区凶勢調査実施本部嘔務

局
(総務課統計係内
)

北千住駅西口地区第一
種市街地

再開発事業に関連する

都市計画を変更しました

祁
と区
では
次の
都巾計
画を
変眤

し
ま
し
たので
都心計
画回
遡の
縦
覧

を行
って
いま
す
。

□
区
決
定
分

北
千
住
駅
、
a
一
目
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
区
域
n
千
住
こ
丁
日
～
f

住
四
丁
目
お
よ
び
一
住
旭
町
の
各
地
内

都
巾
計
・
山
道
路
補
助
線
街
路
第
鬯
り

線
(
千
住
二
丁
目
～
1
住
肱
川
町
)
・

足
立
区
街
路
第
3
号
線
(
r
住
三
丁
目
～
1
住
四
r
H
ブ
足
皀
区
街
路
第
4

号
線
(
千
住
三
丁
目
～
日
ノ
出
町
)
鳥
度
利
用
地
区
区
域
H
1
-
住
、
二
J
H
お

よ
び
千
住
旭
町
の
各
地
内

□
都
決
定
分

用
途
地
域
区
域
u
千
住
一
>
了
凵
お
よ
び
1
住
旭
町
の
各
地
内

縦覧場所・
問先
n都巾計画係

花
だより
山法師の実

各地の|||野に乍え、初夏に花が咲きます。白い花のように見えるものは、祕獵と71い、その中央に球
状に集まっているのが花です。I I I央の花を坊k頭に、総苞を皿きんにみたてて「山法師」と冫i ,われています。火は、10刀ごろ赤く熟し、食べられます。|||の111で、この花が点々 と白い大きなかたまりをなして咲いているのは。遠くからでもよく見え、まわりの緑の中でひときわ笂しいものです。
邵I l j農業公園で見ることができます。絵と文: 小山内ツル子さん(千住柳町)

第
2回足立区総合住宅相談会

民
間
専
門
家
に
よ
る
住
宅
相
談
会
で

す
。
住
宅
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に
熨
‥

的
に
対
応
し
ま
す
。
日
時
u
1
0
月
1
9
日
恥
・

2
0
日
匐
、
午
妾
1
吻
I
4
時
　
f
　
l
　
t
　

f
　
　
II
場
所

=
区
役
所
内
容
n
建
築
・
リ
フ

ォー
ム・
建て抃え相談
マンショ

ン
維
持
管
理
・
リ
フ
ォ
ー
ム
相
酸
不
動
産
相
談
仕
宅
融
資
相
談
住
七
の

税
な
相
談
定
員
u
各
H
2
0
人
筅
着
順
)
　
申
込
l
・
屯
話
※
緊
忽
の
場
合

は
肖
日
で
も
叮
期
限
n
相
談
日
の
前
日
問
先
u
仕
宅
計
画
係

催
し
物
ガ
イ
ド

生
涯
学
習
推
進
期
間
協
賛
事
業

よみがえれ清流・

綾瀬川クリーン

キャンペーン
2
0
0
0

日
時
″
1
0
川
2
9
日
卯
、
午
前
1
0
時
3
0
分
廴
よ
後
2
時
3
0
分
場
所
u
束
綾
瀬
公

園
(卜広場
内容
l環境グル
ープ

や学校などの発表
・
L作コ
ーナ
ー

クイ
ズラリ
ーなど
※環境グッ

ズの配布もあります
問先
l環境

課
読書週間イベント

「
本
の
と
ら
ば
ー
ゆ
」

回占館の本を丙活川していただ

くため
、区民の方で希望する方に

無料で本を麓し
Lげます
。
※ビ

ニ
ール袋などをご持参ください
。

なお
、駐小場は台数に限りがあり

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
　
日
時
n
1
0
月
2
8
日

山
・
`
一
日
叫
T
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場
・
問
先
u
中
火
関
淤
鮪

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

子育てセミナー

「わたし
だけの

おひ
なさまを作ろう
」

日時
n
H月2・
9・
1
6
・
3
0
日
、
1
2

月
7日
、いずれも木曜日
、午前
1
0

時～正乍
対象
n幼児
(―～
4歳
)

をお持ちのお母さん
講師
n幸Ⅲ

泉氏
(入形作家
)
　定員
n
1
5
人
(

抽選
)
　費用
n材料費
2
1釖川
、

保育保険科
3円
(保育希
9者のみ
)

申込
l往復
(ガキに住所
、氏名
、

年齢
、電話番号とお
fさんの氏名
、

年船
、保育希望の右無を明記
期

限
1
1
0
月
2
5
日必着
場・
申・
問先
u

青年センタ
ー
〒口・
0
8
4
1

西新井―
-
4
-
卩
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

大
人
も
子
ど
も
も
遊
ぼ
う
よ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
よ
う
こ
そ

第
2
3
回西保木間

みんなのおまつり

日
時
u
1
0
爿
2
2
1
1
叫
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分
(
受
け
付
け
は
午
後

0
時
3
0
分
ま
で
)
　
対
象
n
幼
児
か
ら
人
入
ま
で
費
用
u
無
料
場
・
問
先

―西保木間児童館
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

公開講座
あだち女性大学

恋
λ
や
夫
な
ど
の
親
し
い
男
性
か
ら

振
る
わ
れ
る
g
力
は
犯
罪
で
す
。
そ
れ

は
ま
だ
入
々
に
坪
解
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
暴
力
を
受
け
て
も
逃
げ
ら
れ
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
か
、
を
探
っ
て
み
ま
す
。

日
時
等
l
①
1
1
‥
‥
月
9
日
㈲
、
「
夬
・
恋

入
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
」
　
②
H
月

1
6
日
困
、
「
殴
ら
れ
る
女
た
ち
、
な
ぜ

逃
げ
ら
れ
な
い
か
」
、
い
ず
れ
も
T
後

2
時
～
4
時
対
象
u
区
内
在
住
・
在

勤・
在学
の男女
講師
u成能民
江

氏
(お
茶の
水夊
r人
学
教授
)
　定

貝
n
3
0
入
(先
着順
)
　費用
u無料

申込
―電話
※傑介
あり
(
2歳か

ら
学
齢児
前
)
　場・
申・
問
先ｕ
攵

性総合
セン
タ
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

お休みします

庁舎ホール・駐車場・展望レストラン
等

1
0月1
4
日巾
、
1
5
H
卯は
、電気設

備点検のため
、区役所令館を閣館

します
。肖日
は
、庁介ホ
ール
ー区

民ロビー・駐嗔場・展望レストラ

ンも利川できません
。
問先″庁

舎管理課

ご注意ください
!

水道局員を装った詐欺

最近
、水道
Qの職
Uを装って求

訪し
、水質検食をしてから浄水器

を売りっける悪質商法による被占
が増えています
。困ったときは
、ご

相談ください
。
問先
n消費行セ

ン
ター
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5
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郷
土
博
物
館
特
別
展

『
古
代
伊
興
遺
跡
の
世
界
』

1
0
月
2
4
日
～
1
2
月
3
日

今
回
の
展
示
会
は

、
古

墳
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安

時
代
ま
で
の
伊
興
遺
跡
の

す
が
た
を
出
土
遺
物
か
ら

復
元
し

、
2

つ
の
時
代
の

変
遷
の
様
相
の
集
大
成
と

な
つ
て
い
ま
す

。

伊
興
遺
跡
と
は

足
皀
区
北
部
を
流
れ
る
毛
長
川
沿
い

は
古
代
の
遺
跡
の
黄
金
地
衢
で
す
。
中

で
も
伊
興
遺
跡
は
、
f
持
勾
・
k
な
ど
の

祭
祀
遺
物
の
出
L
に
よ
り
、
占
墳
時
代

の
祭
祀
遺
跡
と
し
て
有
名
で
す
。
ず
成

元
年
か
ら
9
年
ま
で
の
ド
水
道
敷
設
工
事

に
伴
う
遺
跡
発
掘
調
査
の
砧
果
、伊

髀
遺
跡
が
古
墳
時
代
だ
け
で
な
く
、
そ

の
後
、奈
良
・
平
安
時
代
を
経
て
、
中

此
・
近
戝
に
ま
で
及
ぶ
遺
跡
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、占
代

の
伊
脈一
遺
跡
周
辺
に
は
湿
地
帯
が
広
が

り
、木
製
品
や
種
f
・
獣
・骨
な
ど
の
自

然
遺
物
が
腐
食
せ
ず
に
残
存
す
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古

墳

時

代

占
墳
時
代
で
は
、祭
祀
に
使
わ
れ
た
、

は
じ
き
かλし
きけ
いと「つ
しっ
ど
兔、こ
し
き
す
1
1

師
器
、韓
式
系
陶
質
L
器
、占
式
須

恵
器
の
ほ
か
、
a
具
や
建
築
材
・
島
材

と
い
っ
た
木
製
品
、剣
・
鏃
(矢
じ
り
)

な
ど
の
鉄
製
品
を
展
示
し
ま
す
。

陶
質
上
器
は
関
束
で
の
出
h
例
が
少

な
く
、し
か
も
伊
興
遺
跡
出
L
の
2
個

体
の
う
ち
の
・
方
は
最
も
占
く
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。同
類
の
も
の
は
四

日
本
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。参

考
と
し
て
、福
岡
県
福
閥
巾
か
ら
出
卜

し
た
朝
鮮
ｔ
鳥
の
h
器
も
展
示
す
る
F

定
で
す
。
伽
耶
(
釜
山
周
辺
)
を
中
心

と
し
て
、
新
羅
・
、自
済
各
同
の
陶
質
卜
S

を
襲
め
た
の
が
特
色
で
す
(
柵
岡
山

埋
文
セ
ン
タ
ー
藏
)
。

ま
た
、伊
興
遺
跡
は
日
本
の
陶
器
の

柤
型
で
あ
る
占
式
飢
忠
器
を
出
h
す
る

遺
跡
と
し
て
も
有
名
で
す
。た
だ
し
ほ

と
ん
ど
が
破
片
資
料
で
あ
る
の
に
加

え
、
少
数
で
あ
る
た
め
、
人
阪
府

すえ
むらこ
よう
しぐ
ん

陶
邑
古
窯
趾
群
出
h
の
飢
恵
器
を
借
川

し
て
、川
本
最
占
の
須
恵
器
の
変
遷
を

た
ど
り
ま
す
。
さ
ら
に
人
庭
寺
遺
跡
・

野
々
井
西
遺
跡
な
ど
、著
名
須
忠
器
を

展
示
し
ま
す
(
人
阪
府
教
育
委
貝
会
・

大
阪
府
文
化
財
鯛
介
研
究
セ
ン
タ
ー
・

京
都
平
安
学
園
職
)
。

こ
の
ほ
か
に
、準
構
造
船
(
丸
木
島

で
な
く
組
み
介
わ
せ
舟
)
を
ま
ね
て
っ

く
っ
た
小
型
の
舟
形
木
裝
品
な
ど
も
屁

示
し
ま
す
。参
考
と
し
て
、静
岡
県
山

の
花
遺
跡
の
出
L
品
を
展
示
し
ま
す
(

静
岡
県
浜
松
巾
唯
物
館
蔵
)
。

奈

良

・
平

安

時

代

余
良
・
平
安
時
代
で
は
、で
成
1
1年

哩
に
啾
以
都
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ

た
木
簡
や
墨
占
七
器
、曲
物
な
ど
の
木

製
品
を
中
心
と
し
て
展
小
し
ま
す
(
木

簡
7
点
・
木
裝
品
4
0点
・
翠
鳫
7ぶ
″
む

点
)
。

こ
の
時
代
の
伊
眸一
遺
跡
は
、
瓦
職

凶
足
を
郡
」
に
属
し
。占
代
の
役
所
の

存
在
も
f
想
さ
れ
ま
す
。木
簡
・
墨
ぷ
L

器
は
占
代
の
役
所
に
伴
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。「
騎
馬
像
」
木
札
・

「
逞
薦
」木
簡
・
「
延
暦
卜
匕
年
」木

加
な
ど
が
川
L
さ
れ
、墨
占
L
S
に
は

「
川
前
」・
「
肥
大
」
な
ど
の
地
名
・

入
名
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

参
考
資
科
と
し
て
、静
岡
県
梶
r
北
遺

跡
の
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
木
製
品
や

祭
祀
遺
物
を
展
小
す
る
F
定
で
す
。

「人
領
、石
山
」と
記
さ
れ
た
木
簡
や
農

具
を
中
心
と
し
た
木
製
品
に
加
え
、
甕

に
人
面
の
描
か
れ
た
歡
器
な
ど
も
震
示

し
ま
す
(
静
岡
県
浜
松
巾
博
物
館
蔵
)
。

ま
た
唹
城
京
。、条
人
跡
出
L
木
簡

飛
年
)
は
、「
足
皀
郡
」
と
い
う
郡
名

の
n・‥か
れ
た
最
も
占
い
六
料
で
す
。
複

製
品
が
郷
k
唯
物
館
に
あ
り
、こ
れ
と

あ
わ
せ
て
埼
k
県
が
け
物
館
所
蔵
の
足

立
郡
関
係
の
木
簡
(
複
製
品
)
も
展
示

し
ま
す
。

講
演
会
・

展
示
解
説
を
行
い
ま
す

□
講
演
会

▽
1
0
月
2
9
日
肝
・
二
・
伊
興
遺
跡
出
h
四

刺
t
ｔ
鳥
系
上
S
と
渡
来
入
」　
講

師
n
酒
垰
清
治
氏
(駒
沢
人
学
助
教
授
)

▽
H
U
1
9
囗
川
・
・
・
「占
代
足
し
郡
の
郷

(
肌
)
と
伊
興
遺
跡
」　
講
u
ｕ
小
川

良
祐
氏
(
埼
R
県
な
さ
き
た
ま
資
料
館

飾
長
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

時
間
u
午
後
2
時
～
4
時
定
u
ｕ
1
2
0

λ
(
先
着
順
)
　
申
込
ふ

話`

□
展
示
解
説

日
時
u
H
月
3
H
甼

日
日
巾
、午
後
2

時
～
3
時

申
込
―肖
日
直
接
会
場

へ

郷土博物館利 用案内
1所在地】大谷m5- 戮j - 1

【交 通】亀有駅 より「 八潮・|(庫・夲曽杖・

祐き足 戉郷上 博狗麟瀰F. 11{ 徒歩0 分、嵋
有駅・繊瀬駅 より「 六ッ 豕都l l 爿r きノ・

谷Ⅲ 瓦・j ' i j F啾徒歩5 分、駐11{鳩あり1
開館時間PI J 9 畤~' r 後5 畤

俵月曜 Ⅲ・祝l l の場 合は 懼l l } 休朋

1入館料】人人3 刈l j 小・巾 学生10011j 14

内在化・在動・在今の70 歳 以上および回

害 矜の 方は無料 傴M 体{ 加人以l l l は' r 窗l

素料公闇日} 毎月第2　11曜11　5 月5　11　101
』=1　1] 月3　11

お
問
い
合

わ
せ

は

郷

土

博

物

館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

百済系韓式土器古式須恵器

箱柄杓
「
立

薦
二
巻
」
木

簡

スケッチあ だち
こ のコ ーナーではまちの 情報・話題を

お待ちし ています。

=先＝広報係　3880- 5111㈹

ビッグレスキュー2000 9 月3日、都内1喰 場のひとつ舎人公園で、大規

模災害を想定した東京都総合防災訓練がt雨 れました。

舎入・伊興の町会・自治会から、住民約1, 匐0入

が避雕訓練と防災体験に参加しました。また、自衛

隊によるヘリコプターでの輸送馴練、災害発生後2～

3日以降に高まる生活支援活動にかかわる紿

水 、給食訓練などが行われました、参加者からは、

「災害は、いつ起こるかわからないからこわい、日

ごろからの偸えの大切さを感じましたj という声が

聞かれまL た。

▼初期消火訓練

▲ 視察に訪れた石原都知事に訓練の模様を報告し、会場を案内する鈴木区長

秋祭
今年も区内各所で行われました。

その一部を紹介します。

▲ 3年に1回の第七地区地域まつり( 9月17日、関原・本木地区)

鹿
浜
の
獅
子
舞
(
9
月
1
5

日
、天
祖
神
社
)

▲ 千住のまつり( 9 月15日)

リ
ー
ン
リ
ー
ン
、
チ
リ
チ
リ
チ
リ

秋

の
虫

、何

種

類

わ

か

り

ま

す

か
?

9
月
・
I
H・
2
凵
、
柳
M
r
な
園
で
秋

の
虫
の
展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。展
小

さ
れ
た
虫
は
、キ
リ
キ
リ
ス
ータ
イ
ワ
ン

ク
ツ
ワ
ム
シ
ーカ
ン
タ
ン
ー
ス
ズ
ム
シ
・

エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
ー
ア
オ
マ
ツ
ム
シ
'
ヒ

メ
ギ
ス
の
7
穐
類
。
こ
の
ほ
か
秋
の
匕
'り

も
展
示
さ
れ
た
園
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の

虫
の
'卜が
響
き
、
訪
れ
た
人
は
。
足
り
い

秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

「
五
、
七
、
五
」俳

句
募
集
の
コ
ー
ナ
ー

で
、ス
ズ
ム
シ
を
題
材

に
俳
句
を
詠
む
親
子

ス
ズ
ム
シ
の
頒
布
も

あ
り
ま
し
た
。「
た
い
せ

つ
に
育
て
て
。た
く
さ

ん
ふ
や
し
ま
す
!
」

梅 島 小
新しい校舎をお披露目!

8
月
3
1
H
、
約
2

年
間
の
改
築
工
事
を

終
え
た
梅
鳥
小
学
校

の
`
校
｀
見
学
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
の
花
の
色
を
基

調
と
し
た
新
校
舎
、

倅
通
教
室
に
は
廊
ド
と
の
境
と
な
る
壁

の
な
い
オ
ー
プ
ン
な
っ
く
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
域
の
方
や
參
杲
生
な
ど
多
く
の
力

が
見
学
す
る
中
、
翌
卜
か
ら
始
ま
る
2

学
期
を
前
に
、自
分
の
教
室
や
机
を
確

認
す
る
同
校
の
児
砒
た
ち
の
元
気
な
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

▲
私
の
席
は
こ
こ
!

▲ 教室と廊下の境がないためか広々 とした感
じがします

大
空
に
舞
う
「

第
一
回
足
立
凧
ま
つ
り

」

9
月
9
日
、荒
川
河
川
敷
(
虹
の

広
場
)
で
第
。回
足
な
凧
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
凧
は
、
「
親
子
が
い
っ
し
ょ

に
凧
を
作
る
こ
と
で
。
そ
の
き
ず
な

が
深
ま
る
の
で
は
」と
の
声
に
、
K

内
の
小
学
生
が・屁
休
み
の
宿
題
と
し

て
作
っ
た
も
の
で
す
。小
学
生
f
作

り
の
和
凧
と
あ
っ
て
、墨
で
自
分
の

名
前
を
書
い
た
凧
や
、
ア
ニ
メ
の
キ

ヤ
ラ
ク
タ
ー
を
絵
の
共
で
描
い
た
カ

ラ
フ
ル
な
凧
、将
来
の
夢
な
の
か
、

「J
リ
ー
ガ
ー
に
な
り
た
い
!
」
と

み
か
れ
た
も
の
な
ど
、
約
2
千
8
0
0
個

の
川
が
希
望
と
夢
を
乗
せ
て
、空
い

っ
ぱ
い
に
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、埼
K
県
庄
利
町
と
新
潟
県

自
杖
巾
も
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
人

凧
が
揚
が
る
と
、歓
声
が
ど
っ
と
あ

が
り
ま
し
た
。

足
立
区
長
賞
を
受
賞
し
た
、元
宿

小
4
年
の
進
藤
頑
く
ん

つ
いつ
い
、お
父
さ
ん
も
夢
中
に
…

古紙配合率70% 再生 紙を使用し てい ます S. R　232, 400


